
主催：信州自遊塾　共催：NPO 法人中信多文化共生ネットワーク（CTN）
【申込み】信州自遊塾ＨＰhttps://jiyujuku.org/「講座申込フォーム」または

氏名・連絡先を明記の上、FAX0263-84-5611にてお申し込みください。
  ZoomのURLは9月中旬にホームページでご案内します。

【問合せ】０９０-４９１１-８２０９（まつもと）
後援：松本市・安曇野市・塩尻市・信濃毎日新聞社・市民タイムス

信州自遊塾 第42回講座

【第 1部】

日本の現状を知ろう

日本の実態とその背景について難民支援協

会（JAR）の赤阪むつみさん、 信濃毎日

新聞記者の井手拓朗さん、 ミャンマー民主

化を支援する活動を精力的に展開されてい

るティ・ハ・ソーさんに語っていただきます。

【第 2部】

フリ ーディスカッション
～みんなで考えよう～

長野県多文化共生相談センター・ソーシャ

ルワークアドバイザーの丸山文さんをコー

ディネーターにお迎えして、 登壇者、 参加

者の自由なディスカッションを行います。

9.30（土）13:30～16:00
13:00 開場

会場一般参加：500円 信州自遊塾会員/大学生以下/オンライン参加：無料

【会場】松本市Mウイング6階ホール /オンライン ( Zoom)併用
【定員】会場300名 /オンライン1 00名

当日参加も

歓迎！

開かれた日本になるために
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信州自遊塾
http://www.jiyujuku.org/

～これからの人間の生き方を考えよう～

メインスピーカー
赤阪むつみ（あかさか・むつみ）
認定NPO法人 難民支援協会（JAR） 渉外チーム マネージャー。大学院修了後、NPO法人
日本国際ボランティアセンター（JVC）のラオス事務所にて、森林保全に関連した地域開
発と政策提言活動を行う。その後、シュタイナー教育活動を経て、2014年にJARの定住支
援部でシングルマザーの支援担当、支援事業部を経て、2018年より現職、主に政策提言
活動を担っている。共著「いっしょに考える難民の支援」（2023年7月、明石書店）

ゲストスピーカー
井手拓朗（いで・たくろう）
2007年、信濃毎日新聞入社。伊那支社を振り出しに、長野本社、飯山支局、東京支社、
松本本社で勤務。現在は長野本社報道部に所属。2021年に連載した「五色（いつついろ）
のメビウス」では外国人技能実習生や入管問題を取材した。連載は菊池寛賞、ＪＣＪ大
賞、新聞労連ジャーナリズム大賞優秀賞を受賞。埼玉県出身。39歳。

ゲストスピーカー
ティ・ハ・ソー
2009年、信大・経済学部入学。2010年から、国際交流の祭りでミャンマーの紹介を行
う。 2013年、信大・卒業　㈱ABCマート入社。2015年より同社ミャンマー勤務。
2021年2月クーデター発生のため、急きょ来日。2021年4月よりクラウド・ファンディ
ング他、ミャンマー民主化を支援する活動を精力的に展開。43歳。

コーディネーター
丸山 文（まるやま・ふみ）
長野県多文化共生相談センター ・ソーシャルワークアドバイザー、松本市多文化共生プ
ラザ・コーディネーター（TEL:0263-39-1106）、安曇野市多様性を尊重し合う共生
社会づくり審議会・委員、松本大学・非常勤講師、NPO法人中信多文化共生ネットワー
ク（CTN)所属。

開かれた日本になるために ー入管法を通して考えるー

会場／オンライン併用　信州自遊塾 第42回講座

9.30（土）13:30～16:00 13:00 開場

会場一般参加：500円 信州自遊塾会員/大学生以下/オンライン参加：無料
【会場】松本市Mウイング6階ホール/オンライン(Zoom)併用

【第 1 部】日本の現状を知ろう
【第 2部】 フリ ーディスカッション
      ～みんなで考えよう～

スリランカ人のウィシュマさんが名古屋入管施設収容中に適切な医療を受けられず亡くなっ
たことは記憶に新しいことです。日本では外国人の人権や尊厳が守られないことが多々あり、
その象徴が入管法問題にあります。 今回は、 難民支援の最前線で活動されている赤阪む
つみさん、 長野県内の外国人人権問題を取材し続けている記者の井手拓朗さん、 そして
信大の卒業生でもあり、 ミャンマーの軍政に反対して、 強制送還されると命の危険もある
ティ・ハ・ソーさんの話を聞いて、 この問題について考えたいと思います。

信州自遊塾とは、だれもが参加できる、3.11 後の生き方を学び考える場です。信州
を愛する人のなかには、それぞれの分野で素晴らしい行動を行い、ものを考え、つく
りだしている人がたくさんいます。「信州自遊塾」はこうした人々のネットワークを
つくり、講座、エクスカーション（小旅行講座）などで新しい人間の幸せを、まじめ
に楽しく、考え、学ぶ場です。活動はホームページでお知らせしています。




